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障害者社会参加推進
センターだより

宮崎県障害者社会参加推進センターだよりは、宮崎県障害者社会参加推進協議会の構成団体（当事者団体等）のご協力のもと編集及び発行
しております。
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令和６年度  
第２３回宮崎県障がい者スポーツ大会を開催しました 

～ すべての人に、スポーツのチカラを ～ 

 

宮崎県障がい者スポーツ協会 

５月１２日（日）に、ひなた宮崎県総合運動公園（陸上競技、水泳、卓球、アーチェリー、フ

ライングディスク、グラウンド・ゴルフ、バレーボール、ミニバレーボール）、生目の杜運動公

園（ボッチャ）、宮崎エースレーン（ボウリング）を会場として、１０競技に総勢７５６名の選

手が参加し、第２３回宮崎県障がい者スポーツ大会を開催しました。 

雨が降りコンディションがよくない中、それぞれの競技で自己ベストの更新を目指して、熱戦

が繰り広げられ、会場は熱気に包まれました。 

この大会を開催するにあたり、各競技団体の皆様、高校生や専門学校・大学からの補助員の皆

様をはじめ、多くの関係者に御尽力頂き、心より感謝申し上げます。 

【大会新記録】 

  大会では、陸上競技及び水泳の１６種目において大会新記録が生まれました。 

 

競

技 
種  目 

障害 

区分 

年齢 

区分 
氏  名 所  属 記  録 

陸

上

競

技 

５０ｍ 27 少年 佐藤  翔悟 高鍋町 7”02 

１００ｍ 25 1 平田  清志 宮崎市 13”74 

スラローム 19 1 長尾  玲真 宮崎市 58”07 

砲丸投 26 2 花坂  啓尋 高鍋町 10ｍ40 

５０ｍ 25 1 関谷   瞳 宮崎市 9”54 

５０ｍ 27 少年 黒木  紅葉 児湯るぴなす 8”17 

スラローム 23 1 谷川  結梨 赤江まつばら 1’12”10 

走幅跳 27 少年 山中  唯華 延岡市 4ｍ79 

砲丸投 20 2 中島 貴美子 宮崎市 4ｍ26 

水

泳 

２５ｍ背泳ぎ 15 2 甲斐  清美 延岡市 42”03 

２５ｍ自由形 6 2 児玉  充永 国富町 16”23 

２５ｍ平泳ぎ 26 少年 廣岡  優希 日章学園 24”98 

２５ｍバタフライ 26 少年 大平落 竜雅 小林こすもす 36”37 

２５ｍ自由形 26 青年 高野  萌夏 都城市 17”08 

２５ｍ自由形 26 壮年 中園  由紀 延岡市 25”83 

５０ｍ自由形 26 少年 甲斐 野々華 宮崎市 30”85 

※当協会のホームページには、全種目の記録を掲載しています。ぜひご覧ください。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【卓球】 【アーチェリー】 【フライングディスク】 

【グラウンド・ゴルフ】 【ボッチャ】 【ボウリング】 

【陸上競技】 【陸上競技】 【水泳】 

【卓球（ＳＴＴ）】 【総合開会式】 

⇑ 
本協会のホームページ 

こちらから 



 当日は盲導犬交流コーナーや点字体験はもとより、スマホ、編み物、料理などの特技を持つ方の実演
や展示、コーラスやギター演奏、大正琴の発表などを予定しています。またボランティアの方のバザー
も開催されます。
 講師のなかには第24回みやざき文学賞」随筆部門　1席を受賞された有元誠子さんがいらっしゃいま
す。有元さんは盲学校の小学部3年生のとき、編み物に出会いました。そして編み物に魅せられ、大人
になってからは編み物講師を目指し・・・このエッセイのお話なども語ってくださりながら、手編み作
品の展示も行います。
 また調理師の資格をお持ちで、センターの料理教室などでも腕をふるってくださっている桑原さん。
桑原さんがどのような工夫をしながらおいしいお料理を作ってくださっているのか解明します。調理の
過程も展示しますので、その工夫に関してのお話も伺えます。
 さらに福山雅治が、視覚障がいのある捜査官として出演したドラマ「ラストマン」をご記憶の方もい
らっしゃると思います。眼鏡をかけると、サポートしてくれる人の声が聞こえ（たしかドラマでは今田
美桜ちゃんでした）、「3時の方向に犯人が・・」など視覚的情報が得られるシーンがありましたね。実
はこれは近未来の話ではなく、現実可能になっています。当センターの「ラストマン」こと、職員の鶴
が福山雅治なみの活躍をスマホでやってくれます。ぜひ覗いてみてください。
 ステージ発表では、バンド活動を行っている蔵元さんのギター生演奏があります。蔵元さんは阪神淡
路大震災を経験し、能登半島へのマッサージなどのボランティア活動もなさっています。歌の間にそん
なお話もしてくださるかと思います。
 さらにセンターでいつも熱心に練習を重ねていらっしゃるコーラスグループの美しい歌声・息の合っ
た演奏や、そこはかとない哀愁を感じさせてくれる大正琴の音色などもお届けします。
　そしてなんと！今回のおまつりには、盲導犬もやってきます。たまに盲導犬を見かけても、仕事中で
話しかけることもできませんが、この日はいろいろ交流ができます。盲導犬を育成している九州盲導犬
協会からおいでいただき、盲導犬についての育成から訓練、リタイア後などいろいろな情報を知ること
もできます。
　そのほか「点字でしおりを作ろう」「パソコンで録音してみよう」などの体験ができるブースも設け
ています。盛りだくさんの『センターまつり』に、ぜひおいでください。心よりお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ：宮崎県立視覚障害者センター　担当　大賀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：0985-22-5670　　FAX:0985-35-5186
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール：miyashikaku@sco.bbiq.jp 

⑴  期　日　９月２９日（日）9:00 ～12:00　バザー一般開放　10:30～
⑵  場　所　宮崎県立視覚障害者センター　１Ｆ・２Ｆ
⑶  駐車場　当センター駐車場　大宮高校もお借りしています。

初めての『センターまつり』を開催します！

視覚障害者センターでは、今年初めて『センターまつり』と称して、多くの方に視覚障がい（者）
を理解してもらうイベントを行います。

宮崎県立視覚障害者センター



『餅つき＆ゲーム・カラオケ交流会』
　令和５年12月16日(土)　宮崎県共同募金会からの活動助成金により、当事者や家族会員の「憩いの場」と
「癒しの場」として『餅つき＆ゲーム・カラオケ交流会』を開催いたしました。
　会　場：新富町　こころの駅ハッピーパーク　参加者数：５６名
　時　間：９：００　～　１４：００
　内　容：①餅つき(臼と杵を使い本格的な餅つき)初心者の方も 居て、
　　　　　掛け声・笑いもあり大いに盛り上がりました。
 　　　　  ②ゲーム：輪投げ・魚釣り・けん玉
            　③各家族会からの出し物やカラオケで歌ったり踊ったり
               での笑いの絶えない交流会となりました。

『高森信子先生基調講演』
　令和６年２月１７日(土)家族会員(小林市こすもす家族会)主催の『高森信子先生基調講演』が開催されました。
　会　　場：小林市地域・観光交流センター　「KITTO小林」２階　　
　参加者数：９６名
　時　　間：１０：００～１５：３０
　午前の部：高森信子先生基調講演　　
　　テーマ「誰もが安心して暮らせる
　　　　　　　　地域精神保健福祉の実現」　　　　
　午後の部：高森信子先生との意見交換会
　　　　　テーマ「ずばり！回復力を高める家族の接し方」
　　※参加者からは精神障がい者の状況や対応の仕方がよお～く分かった
        との声が多く寄せられました。

２ 研修会等への参加
⑴  9月に開催される「日本喉摘者団体連合会九州ブロック指導者養成研修会」にオブザー
　バー会員として参加予定
⑵  九州ブロック会長会への出席　⑶  宮崎県障害者社会参加推進協議会への出席

宮崎県向声会
喉頭がんや食道がんなどで咽頭を摘出せざるを得ない人々が、手術後一日でも早く日常生活及び社会生活を
営めるこを目的として設立されたものです。

◆　令和６年度の事業計画　◆
１ 発声練習
⑴  日　時　原則として毎月第２、第４火曜日 13：30～14：30
⑵  場　所　宮崎県福祉総合センター
⑶  内　容　
     食道発声法の基礎訓練（指導員　小牧靖）
   　  ①単音の発声　②二音の発声　③三音の発声　④四、五音の発声　⑤六音以上の発声
　  電気式人工喉頭法（ＥＬ）の練習（指導員　岡﨑眞澄、矢野睦義、櫨山健一）
　　  ①短音の発声　②簡単な日常会話　③文章の練習

　※ 会員と同伴者の親睦を図るため、練習会の後ティーパーティーを開催します（7/23）

宮崎県精神福祉連合会 精神障がいのある本人と家族が安心して暮らせる
社会をめざして設立されました。





 

※参加を希

望される方

は、事務局

までお問い

合せくださ

い。  

第６３回九州地区手をつなぐ育成会宮崎大会を開催します！！  

 

日時  令和６年１１月９日（土）９時３０分開会              

会場  宮崎市民プラザ  

 

◇全体会  

 午前：式典後に又村あおい氏による中央情勢報告  

 （一般社団法人全国手をつなぐ育成会連合会常務理事兼事務局長）   

 

 午後：シンポジウム  

テーマ：「自分の事は自分で決める  意思決定支援のあり方」  

    コーディネーター    佐藤  太朗氏（延岡市北部地域基幹相談支援セン  

ター  主任相談支援専門員）  

    導入・助言者         又村   あおい氏  

   保護者の立場から     新名  揚子氏（日向市手をつなぐ育成会）  

成年後見人の立場から  隈本  武氏（公益社団法人成年後見センター・リーガ   

 ルサポート常任理事  司法書士）  

    相談支援者の立場から  末永  恭氏（合同会社恭美  相談サポート音  代表）  

    施設の立場から      小野   公治氏（障害児・者支援施設ひまわり学園  園長）   

 

 

◇本人大会  

・本人発表コース  

  午前：ふれあいグループトークで盛り上がろう！  

 午後：九州各県の代表による意見発表  

    テーマ：「わたしたちの声を聴いて」  

    （大災害が起きて考えたこと、悩み、楽しみ、夢）  

・室内活動コース  

 午前：楽器に触れ、音で自己表現してみよう！  

 午後：自分で作った道具を使ってミニゲームを楽しもう！  

・宮崎思い出バスツアー  

 青島神社や宮交ボタニックガーデン青島、宮崎科学技術館  

を巡り、宮崎の自然や神話の世界にふれるとともに、世界最  

大級のプラネタリウムで大迫力映像を体験していただきます。  

 

 

 

（お問い合わせ先）一般社団法人  宮崎県手をつなぐ育成会事務局  

電話番号：0985-29-2168 E-mail：ｈ26ikusei＠miyazaki-catv.ne.jp 







障がい者差別を理解する
研修会をリモートで開催

　令和６年６月２６日(火）、行政職員を対象とした「障がい者差別について理解する研修会」
をオンラインで開催し、県内各地から２３名の参加がありました。
　講師にSocial workらぼ代表の田畑寿明先生をお迎えし、今年４月１日施行の改正案を含む
「障害者差別解消法」、合理的配慮提供の基本的な考え方、建設的対話により配慮をみつけて
いくことの大切さについて大変分かりやすく解説をしていただきました。参加された方から
は、「動画を交えての研修だったのでイメージが浮かびやすかった。」「わかりやすく勉強に
なりました。」「実際に対応している光景をイメージすることができた。」等のご感想をいた
だきました。
　また、広く県民の皆様に理解していただくために、１１月９日(土）に開催する“こころ”のふ
れあうフェスタ２０２４（場所：新富町文化会館）イベント内におきましても、ミニ講座とし
て田畑先生の講演を予定しております。

宮崎県、宮崎県障害者社会参加推進センター

令和６年４月１日より事業者による障がいのある人への

が義務化されました「合理的配慮の提供」


